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＜連絡事項＞
・スタッフ不在時は詰所内の施錠、Cユニット倉庫も施錠を徹底するようお願いします。
　Aユニット患者様への私物は安易にお渡ししないようスタッフ間で共有し確認してからお渡ししていきましょう。

＜入室状況＞
【転出】
・泉　沙耶様～東B3号室→西B30号室
・夏堀　好郎様～東B2号室→南C206号室
・中野　直紀様～東B3号室→西B30号室

【ユニット移動】
・小笠原　正様～東C4号室→東B1号室

【入院】
・藤森　政雄様～東C4号室

＜患者様情報＞
・藤森　政雄様～血糖測定3検、車椅子ベルト使用許可あり。

・磯嶋　茜様～主治医診察にて身体拘束解除となる。

・梅田　とよ子様～初回訪問日：4/29(水)9:00～　1回/週利用
　　　　　　　　　青森保健観察所と青山荘には上記当院SWより連絡済み。

・飯田　修子様～4/23臨時薬　ロナセンテープ処方あり。バルプロ酸シロップは9ml→12mlへ増量。
　　　　　　　　vdsはクービビック→ブロチゾラムへ変更。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放観察中は奇声、大声他室侵入繰り返し自制困難で、早めに開放観察終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。興奮、粗暴発言なく、対面時穏やか。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察指示あり。脱衣弄便繰り返し、着衣状態、維持困難で開放観察を見送っている。シャワー浴、更衣、寝具交換、頻回対応する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。
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・長根　瞳様～身体拘束中。スタッフ介入後興奮著明となるが、時間の経過により落ち着く事できている。拘束部位に皮膚トラブル・循環障害なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜柞木田Dr診察情報＞
・一戸 康昭様～西病棟移動許可あり。眠剤変更するため、夜間のふらつきに注意するよう指示あり。

・滝田　英人様～首元が痛いとの訴えあり、心電図検査の指示あり。熱源の特定の為、尿検査指示も追加。カリウム制限食開始となり、水分は適宜取らせるよう指示あり。フロセミドは中止。

・長浜　厚子様～本日より食事摂取カロリー1600ｋcalに変更となり、エンシュア止め。昼・夕食完食出来たら明日朝食前にMT抜去の指示あり。残食あった場合にはMT再挿入指示となる。スマホ使用許可あり。本人希望にて排便4日ない場合には浣腸実施可の指示となる。

・松川　うめ子様～主治医より血糖測定は実施するよう説明を受けるも理解不良。眼科受診の希望あり、家族確認し受診させるよう指示あり。本日よりロナセンテープ（40）開始となる。

・清水　ヨシエ様～本日よりリバスチグミンテープ９ｍｇ開始の指示となる。

＜入院患者情報①＞
日　　時：令和8年4月22日　11：15
　氏　　名：藤森　政雄（ふじもり　まさお）様
　生年月日：昭和22年5月14日(78歳)
　病　　名：認知症疑い
　合 併 症：脳梗塞・心筋梗塞既往
　性　　別：男性
　主 治 医：深沢Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞　
　　元々短気な性格で、プライドが高い。10年程前に脳梗塞・
　心筋梗塞の既往あり八戸市立市民病院にて治療していたが、
　本人1人で病院受診を行っていたため家族は治療内容につい
　て把握していない部分が多い。数年前より会話がかみ合わな
　い事や、年齢相応の物忘れはみられていたが、R8年4月上旬
　に主援助者である妻が入院し、長女が介入したことにより、
　服薬管理ができていなかった、借金がある等様々な問題が露
　呈した。車の運転が危険なことからキーを隠したところ、車
　内に入り込みスペアキーを発見し操作しようとし、また、キ
　ーを取り上げた長女に対し暴力行為を行った。長女に対する
　陰性感情が強く、長女の作った食事を食べずに腐らせている
　事や、自身の行動を注意されると大声を出す、物を叩く等の
　行動があった。最近では、何気ない声かけにも怒り出すこと
　があり、話の内容を理解できているかも不明。妻の入院後よ
　り自宅での入浴が行われておらず、家族が銭湯に連れて行っ
　た際には洗身も行えない状態であった。便失禁ありシーツを
　汚すこともある。高齢者支援センター介入し介護保険申請も
　予定しているが、長女様の介護負担が大きく疲弊あり。本日
　診察、上記時間にて東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

